淡江大學2009學年度第2學期課程教學計畫表
	課程名稱
	（中）日語修辭學
	授課教師
	富田哲

	
	（英）JAPANESE RHETORIC
	
	

	開課系級
	（中）日文四C 
	開課資料
	(必修

□選修
	□0（單學期）
□1（上學期）   (2（下學期） □3（第3學期）
	2
學分
	先修科目
	（中）
高級日語

	
	（英）TFJXB4C
	
	
	
	
	
	（英）
ADVANCED JAPANESE


	學系教育目標
	學生基本能力

	本系之教育目標在於培育具備以下能力之日語人才：

一、日語聽、說、讀、寫、譯五項技能

二、接軌國際之能力

三、掌握資訊之能力

四、迎向未來之能力
	實施優質語言訓練，培育聽、說、讀、寫、譯五技兼備的學生：
A.具備理解日語廣播媒體資訊的基礎能力。

A-1含具備利用電腦收集、處理及應用資訊的能力
B.具備日語口語表達的基礎能力。
C.具備閱讀日語報章雜誌的基礎能力。
D.具備日文作文及日文書信的基礎能力。

D-1含日文商業文書。
E.具備中日口、筆譯的基礎能力。
F.訓練學生賞析日本文學、名著的基礎能力。
G.理解日本語學、日語教育之基礎理論及研究方法。
H.培育日本歷史、文化、社會的基礎素養。

H-1含異文化理解。
I.訓練思考判斷的能力。

	課程簡介

（限50~100字）
	（中）本課程解說日文的基礎和進階修辭法。學生在課堂上也將練習撰寫各種日文詩。

	
	（英） This course explains a basic and intermediate level of Japanese rhetoric. Students also practice composing a variety of Japanese poems with different styles in and out of the class.

	本課程教學目標與學生基本能力相關性

一、目標層次（選填）：1記憶、2瞭解、3應用、4分析、5評鑑、6創造。

二、單項教學目標分別對應「目標層次」有多項時，僅填列最高層次項即可（例如：「目標層次」可對應2、3項時，僅取3；對應3、5、6項時僅取6）。惟各項課程教學目標對應該系「學生基本能力」時，則可填列多項「學生基本能力」（例如：A、AD、BEF）。

	中文
	英文
	相關性

	
	
	目標層次
	學生基本能力

	1.培養學生書寫正確日文文章所需之整體技能，學習敬語、擬音擬態語、諺語慣用句等日語特色，並增進日文表達之修辭技巧。
	免填
	4
	CDFGHI

	課程目標之教學策略與評量方法

	課程目標
	教學策略（課堂講授、分組討論、參觀實習、其他）
	評量方法（出席率、報告、討論、小考、期中考、期末考、其他）

	1.培養學生書寫正確日文文章所需之整體技能，學習敬語、擬音擬態語、諺語慣用句等日語特色，並增進日文表達之修辭技巧。
	課堂講授
	出席率、期中考、期末考

	授課概要

	このクラスでは、使用の実例を参照しながら日本語の修辞について考えます。たとえば、テレビコマーシャルや広告、新聞記事や小説、歌詞、映画のせりふなど、さまざまな実例をとりあげる予定です。それぞれの文脈でどのような効果をねらった修辞が使われているか、他に言い方があるとすればどのようなものが可能かなど、みなさんとともに議論していきたいと考えています。またそうした作業をとおして、修辞を適切に使い効果的な表現ができるように、また一方で、修辞の「政治性」「イデオロギー性」に敏感にもなってほしいと思います。

　このクラスでもっとも重要なのは、さまざまな修辞表現を暗記することではありません(もちろん暗記自体はある程度必要でしょうが)。中間・期末試験は上記のようなクラスのねらいに沿って出題されますので、事前に文例を覚えてくるだけの勉強では不十分な結果になると思います。
　みなさんの能動的な取り組みを重視し、宿題も何回か課しますので、そのつもりで受講してください。

	教學設備
	(電腦   □投影機   □其他（　　　　　　　　）

	教材課本
	陳伯陶『日本語と修辞』大新書店、2003年

	參考書籍
	沒有

	批改作業篇數
	

	學期成績計算方式
	(平時成績：15 ％   (期中考成績：35 ％    (期末考成績：35 ％
(作業成績：15 ％   □其他（                      ）：   ％

	備考
	


表單編號：ATRX-Q03-001-FM201-02










